
 

      

      
          『 子育てをさらにより良きものに 』   

 
紫陽花が一際色鮮やかに咲き誇る６月になりました。 

組別懇談会が始まります。家庭環境も子どもたちの成長や性格も

千差万別です。似ているものはあれど、同じものはありません。園

と家庭とが一緒になって、心を開いて話し合う中で、子育てについ

て考えて行きたいと思います。どの子も無限の可能性をもっている

のだから…。 
 

＊ その『時』を大切に ＊ 
 
  お釈迦様は、『全てのものは諸行無常である。』と説かれました。「ものごとは常に移り変

わり、とどまっているものはない。」という意味です。時間は、すべての人に等しく与えられ

ています。また、１分１秒も私たちの自由になりません。子どもたちの成長もまた１分１秒

も止まることはありません。子育ての中で、その時々の子どもの成長の輝きを見過ごしてし

まったことを、あとになって残念に思うことがないように子どもたちの今を、また自分自身

の今を大切にしてほしいと思います。 
             

   【 保育園の 6 月の目標は、『生命尊重』です。】   
 

保育園では、カメや金魚など、いろいろな生き物を飼育しています。子どもたちも、

朝そうじをする保育士と一緒に「ごはんよ」とエサをあげたり、水そうの前に座りじ

ーっと見ています。また、朝、園庭のお花に水をあげたりすることで、動・植物の世

話をしながら思いやりの心と生きていく事の大切さを教えています。 

 

 

    第１１回 平和な未来へ、沖縄からのメッセージ 

       ピースフルコンサート 
   戦後７２年、６月２３日は沖縄慰霊の日です。今年も沖縄から平和の 

メッセージが届けられます。子どもたちと一緒にどうぞお越し下さい。 

☆日 時：６月１０日（日） 午後１時～ 

☆会 場：だん王法林寺 本堂  ※入場 無料 
≪ プログラム  ≫ 

第１部：エイサー踊り だん王エイサー袋中会         

第２部：三線島唄①  沖縄ファンクラブ三線教室 

第３部：三線島唄②  だん王シプサン会 

第４部：「ミヤギマモル 三線ライブコンサート」 

☆沖縄戦争遺品展 本堂内で同時開催！ 

 

だだんん王王だだよよりり                                                    
2018 年 6 月１日 
だん王保育園 
だん王夜間保育園 
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《  6 月 行 事 予 定  》 

 
４日（月） 本堂参拝（みどり組お当番交替） 

８日（金） みどり組懇談会（１４：００～１６：００） 

９日（土） バザーポスター描き １４：００～  

１１日（月） 本堂参拝（みどり組お当番交替） 

１３日（水） お弁当の日 ／ 英語であそぼう 

き組懇談会（１４：００～１６：００） 

１４日（木） もも組懇談会（１４：００～１６：００） 

１５日（金） あか組懇談会（１４：００～１６：００）  

１７日（日） 田島征彦氏 講演会（１４：００～１６：００） 

１８日（月） 本堂参拝（みどり組お当番交替） 

１９日（火） 避難訓練（昼間）  

しろ組懇談会（１４：００～１６：００） 

２０日（水） ６月生まれのお誕生会（昼間） 

       わんわん組懇談会（１４：００～１６：００）  

２１日（木） 6 月生まれのお誕生会（夜間） 

２２日（金） バザー値入れ 

２３日（土） 園庭開放 地域の乳幼児とその保護者（１０：００～１２：００） 

       施設安全点検日 

＜ 第４土曜日の為午後１時迄の保育です。保育協力ありがとうございます。＞ 

２５日（月） 本堂参拝（みどり組お当番交替） 

２６日（火） 避難訓練（夜間） 

３０日（土） バザー前日準備 

 

 

 

6 月の諸費納入日は 2６日（火）・２７日（水）です 

 
  ★第６３回バザー      １日（日）      

  ★夜間組懇談会       ５日（木） 

  ★みどり組一泊保育    １４日（土）・１５日（日） 

  ★父親懇談会       ２０日（金）   

         

         

【７月の行事予定】 
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